
明和温泉が誕生しました！ 
 

【明和町で温泉が出るのか？】 

温泉はまず、火山性温泉と非火山性温泉（深層地下水型）に分けられます。火

山地帯では地下数キロの部分に、深部から上昇してきたマグマが溜まりをつくり

1,000℃以上の高温になっています。 地表に降った雨や雪の一部は地中にしみ込

んで地下水となります。この地下水がマグマ溜まりの熱で温められ、断層等の地

下構造や人工的なボーリングなどによって地表に湧き出してきたものが火山性

の温泉です。群馬県山間部の温泉は火山性温泉です。 

では、明和町はどういう温泉が出る可能性があるのでしょうか？地下は深度が

深くなるほど地温が上昇し、一般的に100mごとに温度が約3℃ずつ上昇します。

これは「地下増温率」と呼ばれています。 

  問題はそこに水があって温められて大量に汲み揚げられるかです。明和町は

まさに深層地下水型の温泉を目指して温泉掘削を始めました。 

 

【調査から始まりました】 

明和町で出るのか？出ないのか？を電磁波を使って調べる事から始まりま

した。 

調査の結果は、1,000 m付近に温泉帯があるという結果でした。ですが、掘

ってみなければ分かりません！これが本当の話です。掘って初めて出るか？出



ないか？です。 

 

 

温泉掘削の櫓 地上３０m 

 

明和町では、土地開発公社の余剰金の寄付を基に「まちづくり会社」の設立

出資金として 1億円を支出いたしました。そして、私が初代の社長に就任いた

しました。1年も経たないうちに邑楽・館林地区の民間会社も「温泉を掘りま

しょう」と言うことで資本参加が得られ、明和町が支出した出資金の 2．3倍



の出資金（2億 3千万円）が集まり、また、県の企業局より技監でありました

小野 弘 氏が県とのパイプ役とまちづくり会社の社長を引き受けてくれま

した。 

そして、2020年 7月 4日に、(株)ベルパックスによる温泉掘削の起工式が

行われました。本格的な掘削は 7月 6日から始まり、2週間で 320 mを掘り

ました。1日平均 20mも掘っている計算です。 

 9月 9日には明和町の温泉掘削は 1,000 mに到達いたしました。1,000 mま

で物理検層といって温泉があるか特殊な機械で調べました。960 mから 1,000 

mにかけて 44℃の温泉が期待できる地層が確認されました。 

この時点で事実上、温泉掘削は成功いたしましたが、いくつもの温泉の層を

目指してこの後も、あと 500 m掘り進める事になりました。もっと熱い層を

探して進みます。そうです、層がいくつもあれば温泉寿命が長くなります。確

実に明和町の未来に向かって前進させるため業者の皆さんに「あと 500 m頑

張れ！」と激励をいたしました。 

それから 2ヶ月して 11月 7日には、群馬県の認可した最深度の 1,500 mに

到達いたしました。 

 

そして、物理検層の結果 1,500 mのところの地熱温度が、60.5℃と 60度越

えでしたが、期待される湯量は少なめと思われる結果でした。しかし、その手

前の 1,250 mから 1,300 mのところで、50℃越えで大きな抵抗値（お湯が湧

出している可能性が高い値）が確認できました。前回の 960 m のところより



も大きな抵抗値です。 熱いお湯が出てほしい！そんな思いで 11 月下旬から

の揚湯試験を開始いたしました。 

 

 

 

湯気を出しながら流れる明和の温泉 ♨ ゆ 

 



【明和温泉誕生！！】 

12月11日に、群馬県薬務課による温泉掘削の検査を受け、同時に専門分析機

関による温泉温度測定と成分分析が行われました。温度は25℃以上が温泉です。

当日の明和の温泉温度は41．7℃でした。そして、温泉成分も「温泉分析書」の

4（6）の蒸発残留物が1．0ｇ／ｋｇを大きく超えて検出され、見事な療養泉とい

える温泉であるという分析結果が出ました。 

 

【温泉分析書】 

 



 

 

今月中に県へ揚湯の申請をし、来年2月の県の審議会の温泉部会で承認されれ

ば揚湯ポンプの設置へと進んでいきます。 

そして、これからさらに深いところからより熱いお湯を汲み揚げる工夫をしな

がら、温泉の温度を上げて行きます。また、これから温泉施設の設計とビジネス

ホテルの詳細設計が始まります。町民の皆様を早く明和温泉にご案内したいと思

います。 

※〔日本温泉協会〕温泉名人より一部引用いたしました。https://www.spa.or.jp/onsen/492/ 

令和２年１２月２５日 
明和町長   冨塚もとすけ 


